
－ 特 集 －

あなたもきっと歩きたくなる土佐塩の道
Ｃおかもとあつし

５ ４

歴
史
を
知
る
と

塩
の
道
は
も
っ
と
楽
し
い

Ｃおかもとあつし

　

そ
う
し
て
、
つ
い
に
文
代
峠
へ
と
た

ど
り
着
い
た
。

　

文
代
峠
か
ら
は
、
ま
だ
は
る
か
先
の

赤
岡
の
海
が
望
め
る
。
さ
わ
や
か
な
風

を
感
じ
な
が
ら
、
昔
の
人
も
こ
こ
か
ら

海
を
眺
め
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。
赤

岡
か
ら
来
た
人
は
い
ま
ま
で
の
道
の
り

を
振
り
返
り
、
物
部
か
ら
来
た
人
は
こ

れ
か
ら
の
歩
み
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
。

　

こ
こ
で
昼
の
休
憩
を
取
り
、
特
製
の

竹
弁
当
を
堪
能
す
る
。
山
菜
の
滋
味
あ

ふ
れ
る
味
わ
い
に
ほ
っ
と
さ
せ
ら
れ
、

体
に
力
が
み
な
ぎ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

　

こ
こ
か
ら
先
は
香
南
市
。
歴
史
が
深

く
、
多
く
の
史
跡
が
残
る
ま
ち
歩
き
へ

と
続
く
。
ガ
イ
ド
を
伴
え
ば
、
い
ろ
い

ろ
な
歴
史
の
話
が
聞
け
る
は
ず
だ
。

　

さ
あ
行
こ
う
。
山
を
越
え
、
谷
を
越

え
、
歴
史
の
道
を
た
ど
り
な
が
ら
。

　

海
に
出
会
う
感
動
が
待
っ
て
い
る
。

　

臼
杵
店
屋
跡
を
後
に
す
る
と
、
七
浦

往
還
と
呼
ば
れ
た
道
に
入
る
。
似
た
よ

う
な
谷
と
尾
根
の
地
形
が
、
繰
り
返
し

７
つ
続
く
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
つ
い

た
と
い
う
。
上
り
下
り
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
ス
ギ
林
の
中
を
歩
く
。
道
幅
は

広
く
な
い
。
こ
の
山
道
を
、
大
き
な
荷

物
を
背
負
い
、
馬
を
従
え
て
歩
い
た
先

人
た
ち
を
思
う
と
頭
の
下
が
る
思
い
だ
。

　

庄
谷
相
の
集
落
を
抜
け
庄
谷
相
屋
敷

丁
石
を
過
ぎ
る
。
祠
の
馬
頭
観
音
に
祈

り
を
さ
さ
げ
、
先
の
道
筋
を
見
上
げ
る
。

こ
こ
か
ら
先
、
源
太
坂
を
越
え
る
ま
で
、

厳
し
い
勾
配
の
上
り
が
続
く
の
だ
。

　

こ
こ
が
難
所
と
覚
悟
し
て
、
歩
き
始

め
た
。
息
が
弾
み
、
足
が
疲
労
で
重
く

な
る
。
同
行
者
同
士
、
声
を
掛
け
合
い

な
が
ら
山
坂
を
登
る
が
、
ま
だ
先
は
見

え
な
い
。
「
お
ー
し
ん
ど
い
」
と
い
う

声
が
後
ろ
か
ら
聞
こ
え
、
「
そ
れ
ば
ぁ

大
き
い
声
が
出
せ
る
な
ら
大
丈
夫
！
」

と
別
の
声
が
掛
か
る
。
笑
い
声
が
起
き

て
見
上
げ
た
先
に
、
追
剥
峠
と
い
う
物

騒
な
名
前
の
峠
が
見
え
た
。

　

峠
越
え
を
無
事
果
た
し
、
遠
く
の
山

並
み
を
眺
め
な
が
ら
し
ば
し
歩
く
と
、

黒
見
休
憩
所
に
着
い
た
。
水
筒
の
冷
た

い
お
茶
で
の
ど
を
潤
せ
ば
、
生
き
返
っ

た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

谷
を
渡
り
、
野
道
を
行
き
、
県
道
を

横
切
る
。
道
中
に
は
弘
法
大
師
や
平
家

に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
残
り
、
歴
史
の
深

さ
を
改
め
て
感
じ
る
。

　

文
献
に
よ
る
と
、
天
正
か
ら
慶
長
の

年
代
（
400
年
く
ら
い
前
）
、
今
の
香
南

市
香
我
美
町
岸
本
か
ら
吉
川
町
に
か
け

て
の
海
浜
で
は
、
製
塩
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

塩
の
生
産
地
と
奥
地
を
結
ぶ
重
要
な

産
業
道
だ
っ
た
塩
の
道
は
、
塩
に
限
ら

ず
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
物
資
が
運
搬
さ
れ
、

相
互
往
来
の
往
還
道
と
し
て
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
土
地
の
特
徴
を
生
か
し
た
道
の

名
で
、
七
浦
往
還
、
日
浦
往
還
、
徳
善

往
還
、
赤
岡
往
還
な
ど
と
呼
ば
れ
、
各

地
に
残
る
地
名
に
も
、
「
塩
」
「
シ
オ

タ
キ
」
「
塩
が
峯
」
な
ど
、
塩
の
字
が

残
る
地
名
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
物
部
町
大
栃
か
ら
赤
岡
町

を
結
ぶ
約
30
㌔
の
区
間
を
塩
の
道
と
し

て
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ほ
ん

の
一
部
。
大
栃
か
ら
さ
ら
に
奥
に
入
り
、

別
府
の
四
ツ
足
峠
、
久
保
の
韮
生
越
え
、

笹
を
越
え
て
祖
谷
に
至
る
道
と
、
３
つ

の
往
還
道
が
四
国
山
地
を
越
え
て
徳
島

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

野道山道、峠越え

遠い昔に思いをはせる

塩の道ウォーキング塩の道の歴史

①軽快に歩く旅の序盤　②
満開のシャガが心を癒やす
③木漏れ日の木立　④四季
折々の山の幸を味わう竹弁当

②②

①①

③③④④

ぶ
ん
し
ろ

ほ
こ
ら

赤岡塩市赤岡塩市のはじまりはじまり

　今から４４０年前、日和佐城主の弟として生まれ

た濱五郎兵衛（幼名・新次郎正儀）は、１３歳のと

き長宗我部氏に帰順。兄の肥前守が戦死したのを

きっかけに武士の身分を捨てて大坂天満へ隠居し

ていたが、３０歳のとき、長宗我部元親からの要請

を受け、赤岡で塩の製造を始めました。その頃か

ら赤岡一帯の海浜では塩作りが盛んとなり、塩市

が立つようになったと言われています。

　逆に奥地からは、材木や農産物、和紙などが送

られたことでしょう。水銀の存在を暗示する韮生

（丹生＝にゅう）という地名から、赤岡へ水銀が

送られ、その水銀を原料とした朱色の顔料で、絵

金が浮世絵を描いたのではという話もあります。

文代峠文代峠の由来由来は文四良文四良さんさん

　文代峠の周辺の土地は、峠ではあるものの平坦

な土地が多く、昔から多くの人が住み着いてきま

した。往来が盛んだった頃には宿場や店屋があり、

塩の道の拠点として栄えていたそうです。現在で

は宿場跡が残り、当時をしのばせています。

　文代峠の文代とは、この土地を開いた人物の名

が由来。長宗我部地検帳によると、『西川文四良

吉康』という名で、いつの頃からかその名が転じ、

文代峠と呼ばれるようになりました。

源太物語源太物語
　
　源太という歌の上手な若者が、於雪という１６歳

の人妻と恋に落ち、夫の目を盗んでは逢瀬を楽し

むようになりました。しかし人妻である於雪と夫

婦になることは叶わない。２人は「来世で一緒に

なろう」と誓い合い、心中の約束をしました。

　しかし、於雪にきれいな晴れ着を着せてやりた

いとの一心から、源太は罪を犯してしまいます。

小さな店屋を営む老夫婦を脇差で刺し殺し、銭を

奪ってしまったのです。翌朝集落中が大騒ぎとな

り、すぐに源太の仕業と分かり捕らえられました。

　赤岡の奉行所に連れて行かれる途中、庄谷相の

馬頭観音の前に差しかかったとき。源太は捕吏に、

「故郷の槙山を見るのもこれが最後。なにとぞひ

とつ、歌を歌わせてくだされませ」と頼みました。

捕吏の慈悲で歌うことを許された源太は、槙山の

景色を見ながら於雪に届けと声を張り上げ、得意

中の得意『心中道中』を歌い上げました。

　源太は赤岡の奉行所に着いた翌日に首をはねら

れ、２０歳の生涯を閉じました。

にろう

ぶんしろう

ほり


